
令和４年度第８回鳳来南部地域協議会 会議録 

日  時 
令和４年１１月１５日（木） 

午後７時３０分～午後８時４５分 

場  所 旧黄柳野小学校 １階ランチルーム 

出 席 者 委員１８名（欠席者３名）、事務局４名 

傍聴人数  なし 

次 第 

１ あいさつ 

  原田会長 

２ 協議事項 

令和５年度鳳来南部地域活動交付金事業について 

３ 今後の予定について 

閉会のあいさつ  

鳳来自治振興事務所長 

会議内容 

１．あいさつ 

 原田会長あいさつ 

 

議事に先立ち、議事録署名人として１５番の藤原幹雄委員と１７番の鈴木けい子委員を指名

した。 

 

２．協議事項  

令和５年度鳳来南部地域活動交付金事業について 

①募集要件等について 

事務局より資料をもとに説明 

 

【質疑応答なし】 

 

 賛成多数により下記のとおり決定した。 

 

 ㋑応募の資格要件 

１６歳以上の者が３人以上参加する団体 

 ㋺募集期間及び審査時期 

  募集期間：令和５年４月３日～５月１２日 

  審査時期：令和５年６月上旬 

 ㋩交付金の額 

  上限額：５０万円  交付率：１００％以内 

 

 ②審査基準について 

  事務局より資料をもとに説明。 

 

 【質疑応答】 

（委員） 

今年度の審査会においてプレゼンの時間が足りないと感じた。 

（事務局） 

 時間配分は来年度の協議会にて決定するため、意見として申し送りたい。 

（委員） 



 申請団体に対して時間配分を考えたプレゼンを行えるように、しっかりと周知して欲しい。 

（事務局） 

 承知した。 

（委員） 

 申請したいがプレゼンや書類作成が負担だという声も聞く。近年の申請団体減少もそれが影

響しているのではないか。プレゼンをなくすことも検討してはどうか。 

（事務局） 

 コロナの流行により申請を取りやめた団体もある。一旦やめると再開が難しいとの声もあ

る。各種団体宛てにチラシを送付し、申請増につなげたい。 

（会長） 

 コロナの影響によりイベント系の申請が減っている。委員の皆さんは各地区で交付金のＰＲ

をして欲しい。 

（所長） 

 他の地域自治区では１０万円以下はプレゼンを省略できるとしているところもあるので、検

討してはどうか。 

（委員） 

 すべての審査項目を採点するのは、時間も足りず大変。審査項目を少なくできないか。 

（所長） 

 予め採点しておき、当日のプレゼンを聞いて修正するやり方で対応して欲しい。多いから減

らすのではなく、必要のありなしで検討して欲しい。 

（委員） 

 類似した審査基準も多いので、減らせるのではないか。 

 審査基準の(1)ア、ウ、(2)ア、イ、(3)イ、ウの６項目で十分だと思う。 

（会長） 

 プレゼンを聞いただけではすべての基準を判断できない。申請団体にプレゼンに盛り込んで

ほしい項目を伝えてはどうか。 

（委員） 

 市管理部分の河川敷を地区で草刈りしているが、燃料代やお茶代ぐらいを支給してもらえな

いか。 

（会長） 

 地区のお役としてやるような活動は交付金の対象とならないのではないか。 

（委員） 

 地域の美化活動として申請すればいいのではないか。 

（委員） 

 申請できるとしても、書類作成やプレゼンなどの手間がかかるので大変。 

（事務局） 

 事務局としてフォローは出来るので相談して欲しい。 

（委員） 

 公民館活動は市から補助金をもらっているため、交付金の申請は出来ないのか。 

（事務局） 

 補助事業とは別の事業を実施するのであれば申請可能。 

 

【採決】 

 賛成多数により審査基準を変更することに決定。 

 次回協議会にて詳細について協議する。 

 

３．その他 

第９回鳳来南部地域協議会の日程 

令和４年１２月１５日（木）午後７時３０分より開催する 

 

石野事務所長のあいさつ後、閉会。 

終了 午後８時４５分 

 


